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１．本研究の概略 

本研究の目的は、インドネシアの移行期

正義において独立系映画制作が果たしうる

役割について考察することである。ここで

いう移行期正義とは、国家権力による過去

の負の遺産に向き合い清算することであ

る。本研究では、映画制作関係者や暴力の

被害者への聞き取りを行い、とくに映画や

映像作品の制作過程が被害者の立場にある

人々にどのような影響をもたらしたのかを

明らかにする。 

 

２．本研究の内容 

本研究では、具体的に以下の映画・映像

作品制作過程を研究の対象とした。ひとつ

は、インドネシア占領下（1975年～1999

年）の東ティモールにおける女性の紛争経

験を描いた映画の制作と上映である。イン

ドネシアのカミラ・アンディニ監督によっ

て 2016年に発表された『メモリア』はイ

ンドネシア占領下における性暴力の記憶を

描いた作品である。もう一つは、日本占領

下（1942年～1945年）のインドネシア

（当時はオランダ領東インド）において慰

安婦とされた女性の経験とその後の人生を

聞き取り、文字と映像で記録する活動であ

る。これは、鈴木共同研究員が 2013年か

ら継続してきたものである。 

 2019年度には現地調査を実施した。6月

に東ティモールで映画『メモリア』の制作

に協力した東ティモールの現地 NGO関係

者への聞き取り、9月にはインドネシアで

カミラ・アンディニ監督への聞き取りを行

った。また、同じく 9月には鈴木氏がイン

ドネシアのスラウェシ島で、日本占領期に

おける女性の性暴力被害と正義の実現に向

けた取り組みに関する聞き取りと撮影を行

った。 

2020年度には、暴力の被害者への聞き取

りを継続することで映画・映像作品制作と

被害者の関係についてさらに知見を得たい

と考えていた。だが、新型コロナウイルス

感染症の広がりにより渡航の見通しが立て

られない状況が続いた。そのため本研究は

2020年度で一旦終了することとした。 

 

３．本研究で明らかにしたこと 

 上述のとおり、十分な現地調査が行えたわ

けではないが、これまでに得られた知見から

次のことがいえる。 

一つ目に、移行期正義がなかなか進まない

状況下において、独立系の映画・映像作品制作

は暴力の経験とともに被害者の立場に置かれ

た人がいかにその後を生きたのかを記録する

場となっている。二つ目に、そのような場とな

っている制作過程は、制作に関係する人々の

中に変化を生み出す可能性がある。被害者の

立場にある人の気持ちの変化のみならず、歴

史的には加害の立場におかれた制作者が自ら

の痛みに向き合う過程での変化、作品の制作

をきっかけとした地域社会の人々が被害者へ

向けるまなざしの変化など、複数の変化が起

こりうる。移行期正義に進展が見られないな

か、独立系の映画、映像作品制作は、暴力の被

害者の経験と感情を作品ごとの世界観で表現

し、社会に働きかけている。 
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